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＜連絡事項＞

・夜間の外線対応時には、確実に相手の氏名を確認してから病棟へ転送して下さい。名乗って頂けない場合には、個人情報保護の為病棟にはお繋ぎできないことを説明して下さい。
＜週間予定＞
2/7（月）　14：00～澤田　裕也様　退院
　　　　　 15：00～森田　清助様　西病棟から転入
2/9（水）　敷布団交換

＜患者様連絡事項＞
・澤田　裕也様～本日14：00青山荘入所の為退院となります。
・森田　清助様～療養環境変更目的にて、西病棟Bユニットから北病棟へ転入となっています。
・出河　攻様～陰部の疼痛訴えあり、ゲンタマイシン軟膏1本処方。
・森　ひで様～船場Dr診察し臨時薬同内容で2週間分処方。夕方から痰がらみ見られている事を報告し、食前にも口腔ケア実施するよう指示受けています。
・江刺家　惠子様～ピコスルファートナトリウム2本処方となっています。
＜要注目患者様＞
・滝田　英人様～夜間浅眠で経過し、断続的な独語聞かれている。小声の独語はあるが声掛けには対応穏やか。夜間の睡眠が不安定になっていると訴え、日中の眠気を訴える。現在薬剤調整中であることを説明すると納得され、「自分でも工夫してみます」と話されている。
・森田　清助様～15:15療養環境変更目的にて、西病棟から北病棟へ転入。オリエンテーションの理解は良好で、他者交流活発に見られている。病棟内歩行に息切れ見られるが、疲労感や呼吸苦の訴えはない。
＜新転入患者様情報＞
氏　名：森田　清助様（69）
主治医：田名部Dr
入院形態：任意
精神症状：意欲低下、不安、抑うつ気分
〇入院までの経過
当院外来通院、デイケア、訪問看護にて治療継続していた。H14.6.30青山荘退所後は、アパートでの単身生活を開始。R2.12.24疲れやすいので診てほしい来院。呼吸苦や息切れ等身体不調を訴えていた。採血やレントゲン検査、心電図検査施行し、身体管理目的にて同日当院4回目の入院となる。検査の結果、腎機能障害の疑いがあり、翌日、R2.12.25佐々木泌尿器科受診することとし、退院となる。
R4.1月頃より息切れが頻回に見られ、1.14かかりつけの八戸赤十字病院受診しているが、規則的な日常生活を送るよう指導があったとのこと。倦怠感や易疲労感があり単身での生活が困難となり、身体管理目的にて入院の希望あり。身体管理と退院後の生活環境調整目的にて、R4.1.15任意入院となる。
〇備考
・財布（14338円）、鍵、バス券、通帳、障害者手帳、年金手帳、手紙等　ハンドバック内　⇒北病棟転入時に医事から病棟へ移動。本人と内容確認し、ロッカーにて本人管理とし　ている。
・1/26スタッフ付き添いにて自宅へ通帳・印鑑を取りに行く予定であったがコロナウイルス蔓延に伴い外出中止。外出可能となった後に外出予定を計画していく事となっている。（スタッフ付添いにて）
・他科受診薬⇒日赤からの処方薬は3/11まで。
本人は以後当院処方への切りかえでも良いと話している為、Drへ確認。
・ＣＳセット契約中：Ｂ-②
　　　　　　　　　　（支払いの引き落とし用紙は、銀行印が自宅にある為まだ記載していない）
・売店利用可、上限なし
・家族連絡先：カルテ上記載なし。本人に判断能力がある事と、お兄様が高齢である為、本人の自己判断で今後については決定していく。
